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待機児童数について 



平成３０年１０月１日時点の待機児童数について 

年齢 
申 込 者 数 
（ Ａ ） 

利 用 者 数 
（ Ｂ ） 

要 件 該 当 者 
（ Ｃ ） 

待 機 児 童 
（Ｄ＝Ａ－Ｂ－Ｃ） 

0歳 209人 146人 43人 20人 

1歳+2歳 925人 848人 68人 9人 

3歳以上 1,449人 1,441人 8人 0人 

合計 2,583人 2,435人 119人 29人 

10月1日申込者数 

２，５８３名 

決定・利用者数 

２，４３５名 
要件該当者（希望・012） 

１１９名 
待機児童 

２９名 

要件該当者 
・入所可能な保育所等があるが、 
 保護者が希望して入所保留している者 
・ ０１２保育ルームを利用している 
                      等々 



待機児童の推移 

待機児童数は、依然として全て3歳未満児となっており、同時期との比較で３年連続し減少と

なった。また、今回は４月よりも増加せず、減少となった。しかしながら、待機児童の発生を踏
まえ、待機児童の解消に向け、官民全体で適正な受け皿を確保していく必要がある。 
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待機児童数の推移【待機児童調査より】 
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待機児童の分布状況 

17名 

1年前 

7名 

4名
⇒9名 

1名 
⇒4名 

※実際の住所ではなく字表示 
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市内保育施設の状況について 



上辺見保育所工事の進捗状況 

建物の建築工事は概ね完了し、北側と南側の外構及び南側道路の拡幅工事を進めています。 
４月１日の開所に向け準備を行い、待機児童の解消に努めます。 

正面玄関 

3歳未満児保育室 3歳以上児保育室 

小ホール 大ホール 

園庭 



平成31年度 開園予定の民間保育施設の進捗状況 

平成３１年４月を開園目標に整備を進めていた仁連地区の民間保育施設については、次年度 
途中の開園目標として整備を進めています。 
 
現時点の施設概要（予定）は下記のとおりです。 

項目 内容 

名称 はなもも保育園 

設置者 社会福祉法人 千の里 

住所 古河市仁連853-1 

面積 敷地：9,875㎡  建物：1,213㎡ 

認可定員 ８０人（他 一時預かり10人、病児・病後児保育3人） 

利用定員 ６０人 

保育時間 ７：００～１８：００（１８：００～１９：３０ 延長保育あり） 

休園日 １２月３０日～１月３日 

特別保育 
病児・病後児保育、地域子育て支援センター 
一時保育、延長保育、休日保育を予定 



平成32年度 認可定員増予定の民間保育施設の進捗状況 

平成３２年４月の定員増を目標に整備を進める仁連地区の民間認定こども園については、１１
月に県・市・事業者の三者協議を行いました。 
 
現時点の施設概要（予定）は下記のとおりです。 

項目 内容 

名称 認定こども園 ひかり幼稚園 

設置者 学校法人 服部学院 

住所 古河市仁連３３ 

定員増の理由 
３．４．５歳の定員に比べ、０．１．２歳の定員が少ない為、在園児の
弟妹の入園する際に施設利用が出来ない等の不満が保護者から数
多くあり、園としても無視できないことから計画。 

手法 敷地内に約７６㎡の別棟を建設し、１６人の定員増を図る。 

年齢区分 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

現定員 ３人 ７人 １０人 ４０人 ５０人 ５５人 １６５人 

整備後定員 ６人 １２人 １８人 ４０人 ５０人 ５５人 １８１人 



来年度 開園予定の企業主導型保育施設の進捗状況 

内閣府資料より 



平成３１年度 開園予定の企業主導型保育施設の進捗状況 

平成３１年の開所を目標に下記企業主導型保育施設については、７月に児童育成協会に新規
助成申請を行いました。来秋の開設を目標としています。 
 
現時点の施設概要（予定）は下記のとおりです。 

項目 内容 

名称 古河ローズマリー保育園 

設置者 株式会社 アイアール 

設置エリア 古河駅東口周辺（現在調整中） 

設置の理由 

当社はグループホーム等を運営している介護事業者であるが、医療
福祉従事者などの専門職分野では、勤務形態が多岐で、既存の認
可保育所等では、柔軟な利用が難しいとの声がある。 
また、中小企業者の人材確保の観点から設置を計画。 
なお、地域の同様の事情を抱える事業者が横断的に協力していく。 

定員 ３０人（うち地域枠１５人） 

保育時間 ６：３０～２０：００（週７日開所） 
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次年度の事業等について 



古河市保育士・幼稚園教諭 就活応援セミナーについて 

項  目 内  容 

日 程・会 場 平成30年7月22日（日）  13：00 ～ 15：00 

会  場 はなももプラザ 

セミナー趣旨 
 保育士・幼稚園教諭の確保を目的とする。市内保育所（園）、認 
定こども園、幼稚園が各園ごとのブースを設け、園の特色や業務内
容の案内、また来場者の疑問・不安点の解消を図る。 

出 展 数 市内２８施設 （２０ブース） 

参加者数 ２６名 （内 学生１９名 その他７名） 

市内または近隣在住の 
保育・子ども関連学校の学生 

現保育士、会社員 

アンケート結果では、回答者２３名のうち２２名の方が  
「参考になった」 と回答 

次年度以降も開催を継続する予定。開催概要や実施形態の検討中。 



上辺見保育所給食業務の委託について 

公立保育所における給食の現状と課題 

●給食をつくる正職員調理師の不足問題 ●給食献立の栄養士関与強化問題 

対応するうえで踏まえること 

■公務員人件費削減の国の方針 
■『第３次古河市行政改革大綱』 
                 （H26～H30） 

■保護者の食に関しての意識の低下等に 
 より、保育所で提供する給食や食育が 
 重要となってきている。 

「公立保育所で提供する給食の質の向上」 
「栄養士と保育所の関係の見直し」が必要 

新たな上辺見保育所においては、民間業者を活用することで、 
栄養士を常住させ栄養管理や食育を強化する予定。 



第２期子ども・子育て支援事業計画策定に係るアンケートについて 

補正 
予算 

業者
選定 

ニーズ調査業務を実施 

第一期計画策定時の調査を見直す他、 
貧困や虐待についても独自調査を実施 

※内閣府子ども・子育て会議資料一部加工 



子育て拠点施設西側民活導入支援事業の進捗状況について 

日赤跡地全体計画（Ｈ27公表済） 

・公共施設等総合管理基本方針にのっと 
 り進めていく必要がある。 
 
・人口減への対応をしながら、子育て支援  
 を進める緩急の対応が必要。 

①既存事業の性能の見直しと、その 
再構築やネットワーク化等により、機能 
を充足させる可能性を追求する。 

②古河市の「子育て拠点」であるので、 
全市的な事業として、センター機能・ 
 基幹的役割・市全体の質を高める 
総合窓口的なフロント機能を有すべき 
であり、一事業所的な機能は不要。 

見直しの前提条件 



子育て拠点施設西側民活導入支援事業の進捗状況について 

【児童館機能部分について】『改正児童館ガイドライン案』（※赤太部分は本改正の新規事項） 
（目的） 
児童館は、18歳未満の全ての子どもを対象とし、地域における遊び及び生活の援助と子育て支援を行い、 
子どもの心身を育成し情操を豊かにすることを目的とする施設である。 
（施設特性）※抜粋 
 児童館は子どもが、その置かれている環境や状況に関わりなく自由に来館して過ごすことができる・・・・ 
  ① 子どもが自らの意思で一人でも利用することができる。 

対象 基本的な行動や移動     日中活動の場 「居場所」の考え方 

乳幼児・ 
就学前 
児童 

単独の行動はイレギュラーであり、
親と一緒の行動や移動が想定され
る。 
  
※自由に来館、一人利用、困難 

・親と一緒に行動することになるため、ある程度は 
広域でも可能と考えられる。 
 

・一方、子どもだけではなく、親の場合も子どもの交流
を通じての親同士の交流も想定されるため、ある程度
の地域性は配慮される。 

・また、親においては専門職への相談支援への期待、
今後の入園等の利用に向けた視察等の意向も考えら
れる。 

→対象が乳幼児等でも機能次第で広域 
 想定も可能。 
  

親とセットで交流・活動することになる
（親の状況等で変化） 
  
（類似機能） 
【地域子育て拠点】 
（子育て支援センター） 

小学生 

低学年の場合は単独の行動や移
動はイレギュラーであるが、高学年
になればその限りではない。 
  

※自由に来館、一人利用は可能だ
が、現実的に行動可能な範囲の
問題あり 

・平日の日中は小学校に通っているため、移動等につ
いて課題あり。地域密着が最も重視される。 

地域密着のレベル高 
  
（類似機能） 
【放課後児童クラブ】 

・休日は小学校に通っていないため、多少の範囲なら
自力で移動できる・親が移動の支援をする等があれば、
地域密着は緩和される。 

地域密着のレベルは緩和 
  
※休日の場合については別途検討 

中学生 
以上 

単独の行動、自転車や公共交通を
使用しての移動についてのストレス
は低い。 

※小学性同様に可能だが、多様な
過ごし方が既にある 

・平日の日中は学校に通っており、放課後の過ごし方
については部活等多様になっている。 

過ごし方が多様・行動範囲も広い 
  



子育て拠点施設西側民活導入支援事業の進捗状況について 

【子育てサポート機能部分について】 
 当初計画では、「子育て支援窓口」「子育て支援センター」「一時預かり」などのサポート機能を想定。 

既に「子育て支援センター」は市内に現在７施設（公立３、民間４）が立地しており、「クリスマス製作」 
「お話し会」や「体操教室」などが各施設で行われ、親子の交流が行われている。 
一方で、利用者の９５％以上が遊ぶだけで、子育て等に関する相談を受け付けている件数は少なく、 
「子育て支援センター」に求められる機能を充分に発揮できていない。 

子育て支援センターの課題 

その他全市的な課題 

●様々な子育て支援事業が展開されているが、子育てに対する情報を集約し、提供する機能の不足 
●子育て支援を必要とする人と支援を結びつけるための相談やコーディネート機能の不足 
●核家族化などにより子育てに対する不安や孤立を感じる保護者が増加する見込みとなっており、 
 全ての子どもたちが健全に育成されるよう、児童虐待への対応について更なる強化が必要。 

 児童等に必要な支援を行うための拠点（児童福祉法） 

     「古河市子ども家庭総合支援センター」を設置 

☆地域に立地している子育て支援センターと同様に親子交流を進めるのではなく、地域の子育て支援 
 センターの相談機能の強化をする。 
☆子育てに関する様々な相談の第一優先窓口として、個々の相談を適切にコーディネート。 
☆子育て家庭が抱える問題の発生を予防、早期発見に努める。 
☆親子交流スペース（遊び場）はあくまでも集客施設で遊びを提供することを目的としない。 



子育て拠点施設西側民活導入支援事業の進捗状況について 

【複合施設】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童館機能 
 ・地域の子育ての拠点 
 ・子どもの居場所 

子育てサポート機能 
 

 ・情報提供や交換 
 ・子育てに関わる相談 
 ・子育て支援 

連携 

待機児童 

受入れ 

上辺見保育所 
移転整備 

 ・0～5歳児保育 
 ・病児病後児保育 

連 携 

複 

合 

施 

設 

利 

用 

者 

保 

育 

所 

利 

用 

者 

量の拡充 

【複合施設】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子ども家庭総合支援 
 

・古河市の子育ての拠点 
・全市的なコーディネート 
・子育てに関わる相談強化 
・情報収集と発信、共有 
     ＋ 
・親子交流スペース 
 （集客のための遊び場） 
 
子育て家庭が抱える問題の
早期発見と予防の視点 

病児保育等民間事業 

民間教育・保育施設 民間子育て支援センター 

公立子育て支援センター 公立保育施設 

小学校等学校施設 民間児童発達支援施設 

公立児童発達支援施設 放課後児童クラブ 

子ども福祉課 健康づくり課 障がい福祉課 市教育委員会 児童相談所 

質の向上 



子育て拠点施設西側民活導入支援事業の進捗状況について 

土地市所有 
貸 与 

児童館ガイドラインについて、厚生労働省の専門部会を傍聴、都市開発ディベロッ
パーや市内医療関係機関等へのヒアリングやアンケート等を実施しながら、運営事
業者の選定手法等についての検討や、事業者の意向調査を進めて参ります。 


